幼稚園等における特別支援教育２：学生の特別支援教育への認識を基にして by 古賀 政文 et al.
１　はじめに
令和３年１月に中央教育審議会は「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供た
ちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現～」を答申（以下、中教審答申と略
す。）した。その中で、「４　新時代の特別支援教育の在り方について」と題し、（1）基本的な考え
方、（2）障害のある子供の学びの場の整備・連携強化、（3）特別支援教育を担う教師の専門性向
上、（4）関係機関の連携強化による切れ目ない支援の充実が示され、様々な提言がなされている。
筆者は、長年特別支援教育に携わる中で、特別支援教育の推進において、教職員の専門性の向上が最
も重要な事項であると認識している。ここでは、大学での授業を通した学生の特別支援教育への認識
等を基に、幼稚園等における特別支援教育について再考していきたい。
２　新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議等における幼稚園等の特別支援教育
中教審答申に先立ち、特別支援教育の現状と課題を整理し、一人一人のニーズに対応した新しい時
代の特別支援教育の在り方や、その充実のための方策等について検討を行うことが重要であるとし
て、「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議」（以下、有識者会議と略す）が設置
され、報告書がまとめられた。報告書に関して、第７回の有識者会議において、幼児教育段階・高等
学校段階における障害のある子供の学びの場の在り方に関する議論の整理（案）の中で、幼児教育段
階における障害のある幼児等の学びの場の在り方として、現状が次のように分析されている。
【現状】
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○　幼稚園において、個別の指導計画や個別の教育支援計画の作成を必要とする幼児数は増加傾
向にあるとともに、早期発見・早期支援のニーズも指摘されている。
※個別の指導計画の作成が必要であると判断している幼児数：41,140人（H27）→43,929人（H29）
　個別の教育支援計画の作成が必要であると判断している幼児数：30,231人（H27）→35,524人（H29）
○　また、幼児教育において特別な配慮が必要な幼児に関わる教職員の専門性の向上に関しては、
この分野に関する園内外の研修機会等が必ずしも十分ではない側面があるとの指摘もある。
※特別支援教育に関する校内研修を実施している幼稚園は63.6%（小学校90.9%）、
　外部研修に教職員が参加している幼稚園は72.0%（小学校90.9%）。
○　幼稚園においても特別支援教育に係る体制整備が徐々に進められているが、小学校に比べ、
園内体制の整備状況は低い状況にある。
※例えば特別支援教育コーディネーターを指名している幼稚園は61.9%（小学校99.2%）（H30）
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現状分析からは、幼稚園等における特別に配慮が必要な幼児の増加に伴う特別支援教育の必要性と
その課題がみえてくる。現状を踏まえた有識者会議の論議の整理（案）を教員等の専門性の観点から
まとめると、次のとおりである。
幼児教育段階においても特別な支援を要する幼児の増加傾向は明確であり、一層の早期発見・
早期支援が求められている。しかし、幼稚園における特別支援教育を推進するための人的体制等
は必ずしも十分でない部分があり、園内体制・外部専門家等の充実とともに、特に、幼児教育の
観点から特別支援教育を充実するために教諭や特別支援教育支援員の資質向上に向けた研修機会
の向上が期待される。また、小学校への円滑な接続の観点から、ICTによる情報共有の一層の強
化が求められ、幼児期から青年期までの福祉・医療・家庭との切れ目ない支援体制構築をより一
層意識する必要がある。
３　幼稚園教育等における特別支援教育の必要性
幼稚園等における特別に配慮が必要な幼児の増加に伴う特別支援教育の必要性は従来から指摘さ
れ、研修機会の向上も推進されている。
それでは、具体的にどのような内容が必要なのかを考えてみたい。
まず、幼稚園等の独自性を考える必要があるが、葉山（2017）は、幼児教育と学校教育では、目的
や教育課程の編成が異なるため、特別支援教育のみ取り上げても不十分で、前提となる小学校以降の
○　一方、早期からの教育相談や５歳児健診（年中児）などの取組により、特に発達障害の可能
性がある幼児、知的障害の可能性がある幼児などを徐々に市区町村教委が把握できるように
なってきたことや、発達障害の理解が少しずつ進み、幼稚園や保育所の教員等が把握して教育
委員会に繋げるようになってきたことから、小学校移行時の就学に当たっての調査・審議対象
となる就学予定者は増加している。このような状況からも、幼児教育段階から教育・福祉・家
庭が連携して幼児の育ちを支え、その成果や支援の内容をICTを活用するなどして有機的に情
報共有し、小学校への移行につなげていくことの重要性は益々増している。
※小学校・特別支援学校就学予定者（新第１学年）として市町村教育委員会等の調査・審議対象となった人数：
24,750人（H16）→57,444人（H30）
○　一部の自治体においては、幼児教育の観点から、個々の障害の状態などに応じた指導内容や
指導方法を工夫し、特別支援教育の一層の充実に取り組んでいる自治体があるほか、「トライ
アングルプロジェクト」などを踏まえ、各地域において福祉部局や療育機関などとの連携が進
められているが、特別な配慮が必要な幼児に係る取組や福祉部局との連携等の状況について、
地域によって差異がある。
※教育委員会と福祉部局、学校と障害児通所支援事業所等との関係構築の場を設けている市町村は53.2%。
　学校の教職員等に対して障害のある子供に係る福祉制度について周知する機会を設けている市町村は41.2%。
（H30）
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学校教育の理解が課題であり、また、各幼稚園等で障害児保育は行われているものの、特別支援教育
の取り組みにはばらつきがあり、養成段階での必修化と並行して、保育現場での特別支援教育の推進
が課題になると指摘している。一方で、「障害児保育」の学びがあること、個別性、多様性、協働性
の理解が進んでいること、０歳からの発達過程や個人差の大きさ、集団よりもまず一人ひとりの把握
を大切にする姿勢、複数担任制によるチームでの保育、延長保育担当者との連携、クラスの子ども
だけでなく園全体ですべての子どもたちを見守る体制などの実感、養護の観点をもち、子どもたちの
「生命の保持」と「情緒の安定」を図る意識が培われていること、通常の学級で統合保育やインク
ルーシブ保育を行っている点をあげ、特別支援教育の理念も理解しやすいと述べている。
このことについては、前回の論文で筆者も述べたが、滝口（2019）は文部科学省幼児教育の実践の
質向上に関する検討会で、幼稚園教育と特別支援教育は理念と信念を共有しており、例えば、一人一
人を見取りながら、発達に即して支援、実践を開発していく、遊びや生活を通して、あるいは具体的
な活動を通して、学びをしていく環境を整えていく、学びの環境を整えていくといった点で、親和性
が高いことを指摘している。また、その中で、幼児教育と小学校教育の違いを示しているが、特別支
援教育を筆者なりに加えて示したのが表１である。
表１　幼児教育、小学校教育と特別支援教育の関係
幼児教育 特別支援教育 小学校教育
方
法
・環境を通した教育中心
・自分で決めた課題を自分で
達成する生活
　―教師の支援、環境構成
・個々の特性等を踏まえた個
別の指導計画等による教育
・子どもが主体的に課題を見
付け解決できるような状況
設定
・教材教具を通した教育中心
・教科の課題に既存の方法で
対処する活動
教
育
課
程
・経験カリキュラム
―子どもの内在的な要求に基
づき経験を組織
・遊びや生活を通して総合的
に学ぶ
・経験を基盤とした教科カリ
キュラム
・子どもの経験を主体とした
教科カリキュラム
・生活の系統化、各教科等の
系統化
・教科カリキュラム
―学問の体系に基づいて構成
・各教科の学習内容を系統的
に学ぶ
個
と
集
団
一人ひとりがつくる集団 個々の子どもの状態等に応じ
ることを第一しつつ、集団
（社会）参加を目指す
集団の一員としての子ども
特別支援教育は小学校教育と同じ普通教育であり、基本的には方法、教育課程、個と集団の在り方
は小学校教育と同じであると捉えられる。しかし、「障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向
けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、そ
の持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う
もの」という特別支援教育の考え方からすると、幼児教育の方法、教育課程、個と集団の観点全てで
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共通する部分は大きいと考える。
滝口が指摘しているように確かに特別支援教育と幼児教育の親和性が高く、子どもが示す困難性や
困難に適した支援を講じていること、自覚がなくても結果的に特別支援教育になっているということ
が時に生じることは確かであるが、特別支援教育の実践や幼児教育、あるいは小学校教育の経験がな
い学生や経験が少ない教師等にとっては、その違いや親和性に気付きにくいあるいは気付いたとして
も、具体的にどうしたらよいか分からないことが多いと考える。特別支援教育は、一人一人に応じた
指導が基本であり、個別の指導計画等を基本としながら、目標達成に向けた指導内容、指導方法は多
様であり、幼児教育の基本と変わりがないこと、また、個に応じた指導をするためには、障害等の特
性等に配慮した特別な対応をする必要があることを理解できるようにすることが大切である。
４　幼稚園教育等における特別支援教育の内容
それでは、個に応じた指導を行うための障害等の特性等に配慮した特別な対応を行うためには、教
師に具体的にどのような専門性が必要であろうか。
有識者会議では、全ての教師に求められる特別支援教育に関する専門性として、次の点が示されて
いる。
・障害の特性等に関する理解と指導方法を工夫できる力
・個別の教育支援計画・個別の指導計画などの特別支援教育に関する基礎的な知識
・合理的配慮に対する理解等
・いわゆる「社会モデル」の考え方及び本人の立場に立った必要な支援
・（障害者）本人自ら合理的配慮を意思表明できるように促していくような経験や態度の育成
・多様な教育的ニーズのある子供がいることを前提とした学級経営・授業づくり
・子供が意欲的に課題に取り組めるようにするための個に応じた分かりやすい指導内容や指導方
法の工夫
・校内の特別支援教育コーディネーターや特別支援学級、通級による指導の担当教師、スクール
カウンセラー等の心理の専門家、関係機関等に対する専門的な助言又は援助の要請
また、文部科学省幼児教育の実践の質向上に関する検討会の中間報告では、障害のある幼児等への
支援として、次のようにまとめられている。
・個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成が必要であると判断されている幼児の数が増加傾
向にある。
・早期発見・早期支援が重要であり、関係機関・部局と連携した切れ目ない支援体制整備が求め
られている。
・幼稚園等の教育活動を充実させ、園内体制の充実を図ることが期待される。
・幼児期の特性を踏まえた研修プログラムの作成、障害のある幼児等の受入れに当たっての体制
整備の在り方や指導上の留意事項等の整理等に関する検討を行うべきである。
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さらに、打浪（2017）は、「特別支援教育」にかかる保育者に求められる知識・技能について、そ
れまでの研究を概観し、特別な支援が必要な子どもに関する諸問題に対し、「子どもに合った行動解
釈および具体的な選択肢の提案ができること」、「チームや組織、および保護者との連携によって諸
課題の解釈に結び付けること」が保育者に求められるとしている。
以上のような点を踏まえると、次のような幼稚園等における必要な特別支援教育の内容が考えられる。
基本的には幼児期の障害の特性や行動を理解・解釈し、一人一人に応じた指導内容・方法を選択し
たり、合理的配慮を具体的に行ったりできることが第一である。その上で、個別の指導計画・個別の
教育支援計画を作成することが大事である。その際、園内の特別支援教育体制の整備が必要で、子ど
もの実態把握、環境整備、協力体制づくり等をいかに構築できるかが求められるとともに、関係機関
と連携して専門的な子どもたちの支援づくりを行うことで、保護者の不安の解消や適切な対応をする
ことができる。
５　学生の幼稚園等の特別支援教育に関する認識等
筆者は、大学等で、特別支援教育に関する授業を担当している。毎時間の授業で学生の意見や振り
返りシートへの記入を求めている。
打浪（前述）は、「「見立てる力」の獲得や、「子どもに合った行動解釈および具体的な選択肢の
提案ができること」は、保育学生の現場における実習のみでは極めて難しい」として、「接触体験」
「疑似体験」による理念と実践力の獲得を提案している。
打浪が述べているように、確かに、学生が「見立てる力」の獲得や、「子どもに合った行動解釈を
し、具体的な選択肢の提案ができる」ことは教育実習で難しく、「接触体験」「疑似体験」が有効で
あると筆者も考えるが、「見立てる力」や「行動解釈し、具体的な選択肢を提案できる力」の素地を
講義等で育んでいくことは大事であり、必要なことだと考える。このことは、振り返りシート等の学
図１　幼稚園等における必要な特別支援教育の内容
専門家や関係機関との連携に
関すること
個別の指導計画・個別の教育支援
計画に関すること
幼児期の障害の特性や行動の理解・
解釈と指導内容・方法、合理的配慮
保護者との連携に関すること
早期発見・早期支援等ができる
園内体制に関すること
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生の情報収集・探究したい点（図２）からも考察できる。
筆者の授業の内容・方法や質等にも関係するが、図２にみられるように、学生等の意見等は、幼児
期の障害特性や指導内容・方法、その他関連する内容に多岐に渡って触れられている。これらの意見
等を学生が解決できるように、授業内容を精選し、具体的な指導方法や実践事例等をより理解し、思
考・判断・表現できるように改善することで、「見立てる力」や「行動解釈し、具体的な選択肢を提
案できる力」は育まれていくと考える。
また、これらの認識とは別に、学生が授業を通して、自分自身を振り返り、積極的に障害のある幼
児や社会に関わったり、前向きに幼稚園教育等について考えようとしたりする認識を示したのが、図
３である。学生が授業を通して、積極的に障害のある幼児等に関わろうとする姿勢が伺える。
○　幼児期の障害の特性や行動の理解・解釈と指導内容・方法
　　障害観
・障害は治るものなのか、治さないといけないものか
　　障害の状態の理解と展望等
・障害種ごとの状態の違い
・チェックリストの活用方法と限界
・障害の子どもの思い
・進路・就労先　　
　　感覚過敏（鈍磨）
・同じような感覚刺激でも種類の違いによって反応は
違うのか
・感覚過敏（鈍磨）への対応方法
・視覚優位の子どもの見分け方
　　合理的配慮
・合理的配慮の変遷と有効性
・合理的配慮ができない場合の対応方法
・周りの子どもの理解（障害のある子どもやその対応
等について）
・障害のない子どもへの同等の対応・支援の有無
　　不適切、混乱した行動への対応
・衝動的な行動を示した際の言葉掛けや見守り
・危険な行動への回避の仕方（いつまでも同じ）
・（家庭以外での）パニックの対応方法（の見つけ方）
　支援等の考え方と具体的な支援
・関わる際に一番大切なこと
・子どもの支援で大変なこと
・具体的な言葉掛けの方法(上手な褒め方・意欲)
・支援をすることでの弊害（いつまでも支援）
・支援の無理強い(嫌がるのにするのか)
・個別での指導と集団での指導の関係
・集団の中での個別の対応　
・支援に応じない子どもへの対応
・適度な支援の程度　
・周囲に合わせる必要がある場合の指導
・理解できない内容等の再度学習の機会の設定の必要性
・誤学習をさせないための配慮や対応（繰り返し）
・トークンエコノミーシステムの活用方法、デメリット
・吃音児の対応
・言語理解が難しい子どもへの対応 
　特別支援教育に関すること
・自立活動の内容の設定の在り方
・遊びを指導する必要性
　その他
・実際のクラス運営
・自己効力感の育成
○　個別の指導計画・個別の教育支援計画に関すること
○　早期発見・早期支援等ができる園内体制に関すること
○　専門家や関係機関との連携に関すること
　　作成の実際
・実際の計画作成の具体（最初から）
・作成の様子（動画等）
・作成するときのポイント（作成、表現が難しい、）
・目標を達成できないとき
・指導案との違い
・支援者の思いを受け入れてもらう方法
・どのくらいの期間同じ計画で実施するのか。
　　連携
・家庭との連携方法
・小学校への引継ぎ（活用例）
・障害のある子どもへの気付きや共通した対応　
・早期に対応したことがよいのか、どう違うのか。
・支援学級等がない理由
図２　振り返りシート等に学生が示した情報収集や探究したいこと
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６　幼稚園等における特別支援教育の充実に向けた実際的な内容例
５で学生の意見を取り上げたが、幼稚園や保育園の関係者からも、基本的には同じような情報収集
したいこと、探究したいことを尋ねられる機会がある。障害のある子どもたちと日々関わっている関
係者であるため、実践を通した深い内容であったり、より具体的な内容であったりするが、根本的な
内容は同じであると考える。
そこで、５から考えられる筆者自身の授業の内容等を考察していきたい。
（1）「自立活動」や「遊びの指導」の様子を具体的に示すこと
一人一人の障害の状態等に応じた指導の充実のために、特別支援学校の教育課程は編成されてい
る。その中で、学生等が情報収集や探究したいこととしてあげたのが、自立活動と遊びの指導であ
る。
特別支援学校幼稚部の自立活動のねらいは、「個々の幼児が自立を目指し、障害による学習上又
は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって
心身の調和的発達の基盤を培う。」とされている。幼稚部における生活の全体を通して、幼児が障
○　幼児期の障害の特性や行動の理解・解釈と指導内容・方法
　　障害のある幼児に関すること
・知的障害のある子どもの素晴らしい面
・本人がセルフコントロールできない状況の理解と育て方
・障害のある子どもの感じ方の理解
・感受性の強さ
　　保育者としての姿勢
・保育者としての姿勢（見守る、待つことの大切さ）
・自分の教育実習等での対応の振り返り
・自己肯定感を感じることのできる活動
・障害のある子どもを担当する職責の重さ
　　具体的な支援の在り方　
・行動の背景と捉え方
・小さい変化への気付き
・子どもたちからの発信を引き出す教師の手だて
・分かりやすい支援・言葉遣い
・視覚支援の有効性
・環境設定（構造化等）の重要性
・一人一人の違いと個に応じた指導・支援の必要性
・成功体験をさせることの必要性　
　　合理的配慮等に関すること
・同じ社会で暮らす一員
・インクルーシブ教育システムの周りの子どもへの影響
・バリアフリーやユニバーサルデザインの必要性
・社会で実行したい
・交流及び共同学習のよさ（小・中時代の友達との交流）
・障害そのものよりもその子どもに目を向け考えるこ
とで理解が深まる
　　特別支援教育に関すること
・自立活動の必要性　
　その他
・自分の小・中・高時代の振り返り
○　個別の指導計画・個別の教育支援計画に関すること
○　早期発見・早期支援等ができる園内体制に関すること
○　専門家や関係機関との連携に関すること
　　作成の実際
・よい面を伸ばす視点（子どもや保護者にとって負担
が少ない）
・記録の大切さ
・よりよい環境で過ごすことができる
・一貫した支援
・保育者の気付きの重要性
・保護者の負担の軽減
・園内体制の充実
・専門家に相談することのメリット（プラス面をみ
る、安心できる）
図３　振り返りシート等に学生が示した学びの広がり
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害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために期待される態度や習慣などを養
い、心身の調和的発達の基盤を培うことによって、自立を目指すことを示したものである。ねらい
と内容は、いずれも幼児の障害の状態等を前提として必要とされる指導を念頭に置いて示されたも
のであり、０歳から３歳未満の発達を含め、幼児の多様な実態に対応できるように構成されている
（文部科学省　平成30年）。
幼稚園教育要領には、「幼児期には、幼児自身が自発的・能動的に環境と関わりながら、生活の
中で状況と関連付けて身に付けていくことが重要である。したがって、生活に必要な能力や態度な
どの獲得のためには、遊びを中心とした生活の中で、幼児自身が自らの生活と関連付けながら、好
奇心を抱くこと、あるいは必要感をもつことが重要である。」とされている。これに関して、今村
ら（2021）が指摘しているような状況があると考える。「（幼稚園において）大人が直接的に教え
るというよりは、その姿を引き出すために大人が環境を整えることが前提とされている。しかし、
幼児教育の現場では、障害のある子どもや「何らかの障害があるとは認定されていないが、保育者
にとって保育が難しいと考えられている子ども」である「気になる子」が多く存在し、環境による
働きかけだけでは保育が難しい場合も少なくない。しかし、実際の指導については、「その多くが
担任保育士に委ねられている状況」であり、保育士が気になる子どもへの対応について、専門家に
自分の関わりが正しいか助言してほしいと答えており、幼稚園教育において特別な支援の必要な子
どもに対する指導についての手がかりが示される必要性がある。」
手がかりとなるのが、「自立活動」と「遊びの指導」であり、特別支援学校の状況を資料や動画
等でより詳細に示すことが、障害に応じた指導の実際を学ぶことになる。
３で幼児教育と特別支援教育の親和性について述べた。自立活動の内容は、「人間としての基本
的な行動を遂行するために必要な要素」と「障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服す
るために必要な要素」で構成され、代表的な要素である27項目を「健康の保持」、「心理的な安
定」、「人間関係の形成」、「環境の把握」。「身体の動き」、「コミュニケーション」の６つの
区分に分類・整理したものであるから、幼児の行動も自立活動の内容に当然含まれており、障害の
ある幼児に限らず、幼児にとって必要な基本的な行動への支援の内容が示されていると考える。
今村（前述）は、自立活動の６区分と幼稚園教育要領における５領域は近い意味合いで使われて
おり、幼稚園教育要領と特別支援学校学習指導要領自立活動編の領域区分の内容の検討は、それぞ
れが対象とする子どもの発達段階の近似性を考えると、両者の内容的な隔絶をうめる手がかりを得
る試みになるとし、保育内容「人間関係」のねらい・内容と特別支援学校学習指導要領自立活動編
を対比（表２）させ、相互に関連した内容を多く見いだすことができたとしている。また、特別支
援学校学習指導要領解説自立活動編においては、子どもへの直接的なアプローチの方法が示されて
いることが今回の検討を通して明らかになり、今後は幼稚園における教育の方法を考える際に特別
支援学校学習指導要領自立活動編の内容や、それに基づく特別支援学校での実践を参考にすること
が有効であると考えるとしている。
学生の情報収集や探究したいことの中には、不適切、混乱した行動への対応や支援等の考え方と
具体的な支援についての記述が数多くみられ、自立活動の指導の手だてを示すことに、一人一人の
子どもへの対応を具体的に考える基本的な指標となりうる。
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遊びは、幼稚園教育要領の第１章総説に述べられているように、「各幼稚園においては、幼児の
自発的な活動としての遊びを通しての総合的な指導を行うことが大切である。」と位置付けられて
いる。そのため、幼稚園では遊びは自発的な活動であると捉えられ、遊びに誘うことはほとんど考
えられていないのが現状であると推測できる。しかし、幼稚園挙育要領の第１章第１節３（3）一人
一人の発達の特性に応じた指導において、鬼遊びを例示し、ほとんどの幼児が逃げたり追いかけた
り、つかまえたりつかまえられたりすることを楽しんでいる中で、ある幼児は教師の仲立ちなしに
は他の幼児と遊ぶことができないことがあるとき、鬼遊びのルールを守って遊ぶということになら
なくても、その幼児の要求にこたえ、手をつないで一緒に行動しようとするだろうとして、遊びの
やり方にとらわれない方法も提示している。
表２　保育内容「人間関係」のねらい・内容と関連する特別支援学校学習指導要領
　　　自立活動編に示された指導の手立て（一部抜粋して改変）
幼稚園教育要領
ねらい・内容
特別支援学校学習指導要領に示された指導の手だて
【内容６】自分の思ったこ
とを相手に伝え、相手の
思っていることに気付く
自分を落ち着かせることができる場所に移動して、慣れた別の活動に取り組むなど
の経験を積み重ねていきながらその興奮を静める方法を知る事や、様々な感情を表
した絵カードやメモなどを用いて自分の気持ちを伝えるなどの手段を身につけられ
るように指導する（心理的な安定）
多様な手段を活用した積極的なコミュニケーションを通して相手を理解したりする
と共に、それまでに得ている情報と照らし合わせたりしながら、周囲の状況や人の
気持ち、今後の展開等を推察すること（環境の把握）
対話的な学習を進める際には、選択肢の提示や筆談など様々な学習方法を認めたり
するなどして、情緒の安定を図りながら、他者とのやりとりができる場面を増やし
ていくこと（心理的な安定）
生活上の様々な場面を想定し、そこでの相手の言葉や表情などから、相手の立場や
相手が考えていることなどを推測するような指導を通して、他者と関わる際の具体
的な方法を身につける（人間関係の形成） 
多様なコミュニケーション手段を場面や相手に応じて適切に選択し、的確に会話の
内容を把握する（人間関係の形成） 
やりとりの方法を少しずつ増やしていくが、その際、言葉だけでなく、具体物や視
覚的な情報も用いてわかりやすくすること（人間関係の形成）
相手の声の抑揚や調子の 変化 などを聞き分けて、話し相手の意図や感情を的確に
把握するとともに、その場に応じて適切に行動することができる態度や習慣を養う
（人間関係の形成）
体の動きを通して気持ちをコントロールする力を高めること、人と会話するときの
ルールやマナーを明確にして理解させる事と、会話中に相手の表情を気にかけるこ
となどを指導すること（コミュニケーション）
日常的に報告の場面を作ることや相手に伝えるための話し方を学習すること（コ
ミュニケーション）　　　以下、省略
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特別支援学校には、生活経験が少ない、集団活動になじめない、一つの遊び（方）をやめられな
い、感覚遊びを嫌がる等、自ら遊びに取り組むことが難しい子どもがいる。そのため、遊びを指導
することは必要である。
遊びの指導とは、「主に小学部段階において、遊びを学習活動の中心に据えて取り組み、身体活
動を活発にし、仲間とのかかわりを促し、意欲的な活動を育み、心身の発達を促していくもの」で
ある。遊びの指導では、場や遊具等が限定されることなく、児童が比較的自由に取り組むものか
ら、期間や時間設定、題材や集団構成などに一定の条件を設定し活動するといった比較的制約性が
高い遊びまで連続的に設定される。また、遊びの指導の成果を各教科別の指導につながるようにす
ることや、諸活動に向き合う意欲、学習面、生活面の基盤となるよう、計画的な指導を行うことが
大切である。（文部科学省　平成30年）
また、指導に当たっては、以下のような点を考慮することが重要であるとしている。
・児童の意欲的な活動を育めるようにすること。その際、児童が、主体的に遊ぼうとする環境を
設定すること。
・教師と児童、児童同士の関わりを促すことができるよう、場の設定、教師の対応、遊具等を工
夫し、計画的に実施すること。
・身体活動が活発に展開できる遊びや室内での遊びなど児童の興味や関心に合わせて適切に環境
を設定すること。
・遊びをできる限り制限することなく、児童の健康面や衛生面に配慮しつつ、安全に遊べる場や
遊具を設定すること。
・自ら遊びに取り組むことが難しい児童には、遊びを促したり、遊びに誘ったりして、いろいろ
な遊びが経験できるよう配慮し、遊びの楽しさを味わえるようにしていくこと。
子どもの遊びを促していくためには、周囲からの援助がどうしても必要な場合もある。子どもを
遊びに誘う場合、どのような場面で、どのような方法で行うことがよいか、状況に応じた対応が必
要である。子どもを少しでも多くの遊びの場へ参加させ、遊びの楽しさを経験させることが大切で
ある。子どもの遊びに寄り添う支援や子どもの遊びのモデルとなる支援、子ども同士の遊びをつな
ぐ支援等が考えられる。
秋田県立横手養護学校（平成26年）では、「児童生徒が「今」やることが分かり、夢中になって
活動する姿を目指した授業づくりⅡ～キャリア教育の視点を取り入れて～」を研究主題として研究
を行っている。その中で、遊びの指導「くらやみランドへレッツゴー！」を実践し、自分から積極
的に遊んだり、自分の好きな遊びを見つけたりできるような支援（図４）を示している。
このような実践例を学生等に示すことで、障害のある幼児の遊びについての捉え方を広げること
につながり、これからの実践に役立てることができると考える。
（2）幼稚園等でできる特別支援教育に関する工夫（ユニバーサルデザイン）
情報収集や探究したいことで最も多いのが、具体的な指導・支援である。このことは、幼児の障
害の状態等に応じた具体的で分かりやすいな指導・支援を行うことで、パニック等を起こさず落ち
着いて、集中して学ぶことができると学生が考えたからであり、最も中心となる内容である。
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図４　遊びの指導の実践例（秋田県立横手養護学校）
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障害のある幼児の環境をいかにその子に応じて整えていくかが大事なこととなる。
幼稚園教育要領（前述）においては、環境とは自然環境に限らず、人も含めた幼児を取り巻く環
境の全てを指しているとされている。幼児期は心身の発達が著しく、環境からの影響を大きく受け
る時期である。したがって、この時期にどのような環境の下で生活し、その環境にどのように関
わったかが将来にわたる発達や人間としての生き方に重要な意味をもつことになると捉えられてお
り、このことがユニバーサルデザインの視点であるといえる。
近年、「ユニバーサルデザイン」の観点から、環境設定や教師の関わり方、授業づくりの実際等
を示している研究が多くみられるようになってきた。
高知県教育委員会（令和３年）は、保育所・幼稚園等におけるユニバーサルデザインの保育・教
育を進めるための視点として、（1）一人一人の幼児の発達を着実に促す保育・教育、（2）幼児理
解に基づく環境の構成をあげている。
（1）一人一人の幼児の発達を着実に促す保育・教育
　①　幼児期にふさわしい生活の展開
　　・保育者との信頼関係に支えられた生活
　　・興味や関心に基づいた直接的な体験が得られる生活
　　・友達と十分に関わって展開する生活
　②　一人一人の特性に応じた指導
（2）幼児理解に基づく環境の構成
　①　幼児の発達に必要な状況づくり
　②　幼児の活動に沿った環境の構成
　③　幼児理解に基づく教材との出会いの機会の確保
　　・幼児の興味や関心に応じて考える
　　・幼児の発達に即しく考える
　　・ねらいに沿って考える
　　・人間関係の広がりや深まりなどの実情に応じて考える
　　・教材のもつ本質を理解する
（1）、（2）を基盤として、子どもたちに分かりやすいようにいつ、どこで、何を、どのような
やり方でするのかを、子どもの理解に合わせて環境の構成をすることが大事であるとしている。
また、高松市総合教育センター（平成26年度）は、ユニバーサルデザインの保育づくりシート－
「12の視点」を基に支援の視点、内容、支援例等を示している（図５－１、図５－２）。また、こ
のシート等を基に、効果のあった支援を具体的にあげている。このように、具体的に、どのような
視点で、どのような内容をどのように具体的に支援するのかを示すことで、学生の情報収集や探究
したいことの解決を図ることができると考える。
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図５－１　ユニバーサルデザインの保育づくりシート－「12の視点」を基に－
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図５－２　ユニバーサルデザインの保育づくりシート－「12の視点」を基に－
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（3）個別の指導計画と個別の教育支援計画の具体の示し方
個別の指導計画は、教育課程を具体化し、障害のある幼児など一人一人の指導目標、指導内容及
び指導方法を明確にして、きめ細やかに指導するために作成するものである。また、平成15年度か
ら実施された障害者基本計画においては、教育、医療、福祉、労働等の関係機関が連携・協力を図
り、障害のある子供の生涯にわたる継続的な支援体制を整え、それぞれの年代における子供の望ま
しい成長を促すため、個別の支援計画を作成することが示された。この個別の支援計画のうち、幼
児児童生徒に対して、教育機関が中心となって作成するものを、個別の教育支援計画という。（以
上、文部科学省　平成30年　幼稚園教育要領解説）
二つの計画、例えば、個別の教育支援計画では、障害のある幼児などが生活の中で遭遇する制約
や困難、本人及び保護者の願いや将来の希望、関係機関の必要で可能である支援、支援の目標・提
供する支援の内容の具体的記述、支援の内容の整理や関連付け、関係機関の役割の明確化が必要で
ある。また、個別の指導計画では、幼児の実態、教育課程、指導計画のPDCA等の理解が必要であ
る。そのため、特別支援教育についてある程度理解が必要であり、特別支援教育に関する基本的な
内容を理解した上で示すことが適当と考え、今まで授業の後半に示してきた。
しかし、学生の情報収集や探究したいことを概観すると、まず、個別の指導計画や個別の教育支
援計画がどのようなものであるのか、どのようなことを理解していないと作成等できないか等を示
すことで、授業の内容への自己関与が高まり、よりよく学べる工夫ができるのではないかと考え
る。さらに、個別の指導計画や個別の教育支援計画は、個に応じた適切な指導を行うために、きめ
細やかに作成することが必要であることから、より詳しく理解してほしいとの思いから説明等に時
間を掛けがちであったが、学生等からすると、比較的容易に作成できる、自分も作成してみたいと
考えることができるようにすることが大事であると考える。
栃木県総合教育センター（平成30年）は、障害のある子どもを中心に、①新しい考え方に気づけ
る、②自分の保育に共感してもらえる、③保育者間の連携がスムーズになるとして、幼児期の個別
の指導計画（個別の教育支援計画）の作成を示している。
作成のポイントを分かりやすく、しかも、丁寧に述べており、個別の指導計画を作成したことが
ない学生や経験の浅い教員等が参考にするには適切で、作成への意欲も高めることができる。
Step１では、子どもをまるごと捉えるとし、子どもの全体像を捉えることの必要性を強調し、そ
のための視点として、①エピソードを集める、②子どもの思いを推し量る、③観点別に整理するこ
とをあげている。Step２では、育てていく方向性を見出すとし、発達を見通すこと、今必要な経験
を考え、総合的な視点が必要であり、それを基に、中心的なものに絞ってねらいを立てるが重要で
あるとしている。Step３では、ねらいを基に、具体的な指導方法を考えることが必要であり、その
視点として、一人一人の興味・関心を探る、環境の構成や保育者の援助をあげている。Step４は、
子どもの育ちと指導を振り返るとし、①変更した姿を捉える、②何が育ったのかを考える、③指導
を振り返る、④今後の指導の方向性を決めるといった評価・改善の視点を述べている。このような
資料を、授業の１回目等の初期段階で示し、途中の授業の内容でも繫がりを意識しながら示すこと
で、個別の指導計画や個別の教育支援計画の作成への見通しがもてると期待できる（栃木県作成の
ものを改変：図６－１，図６－２）。
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個別の指導計画（個別の教育支援計画）
個別の指導計画：教育課程を具体化し、障害のある幼児など一人一人の指導目標、指導内容及び
指導方法を明確にして、きめ細やかに指導するために作成
個別の教育支援計画：教育、医療、福祉、労働等の関係機関が連携・協力を図り、障害のある子
供の生涯にわたる継続的な支援体制を整え、それぞれの年代における子供の望ましい成長を促す
ために作成
作成の手順・観点
Step１　子どもをまるごと捉える（実態把握）
○　診断名、一般的な障害特性などだけ捉えようとすると、子どもの一面しか見えてこない。
○　エピソードを集める
・様々な場面で、「最近変わってきたこと」「なぜこんなことをするのか」等のエピソードを
記録する。
○　子どもの思いを推し量る。
・子どもが示す行動の理由を考える。仮説（「こうすればいいのでは」）を立てる。
○　観点別に整理する。
・書式に示された、あるいは、自分なりの観点で整理する。
Step２　育てていく方向性を計画する（ねらい）
○　発達を見通して、必要な経験を考える。
・育ってきているもの、今（将来）必要なこと等
○　ねらいを立てる
・⑤領域のねらいを視点にする。中心的なものに絞る。
Step３　具体的な指導方法を考える（環境の構成と援助）
○　一人一人の興味・関心を探り、集団活動とのマッチングを考える。
○　環境の構成や保育者の援助を考える。
・もの、人など、どういう状況をつくることが教育的価値があるのか、また、教師として、ど
のような働き掛けが教育的効果があるのかを考える。
Step４　子どもの育ちと指導を振り返り、次の改善につなぐ（評価・改善）
○　変容した姿を捉える
・自分からするようになったこと、できるようになったこと、しなくなったこととともに、子
どもの姿がどのように変容したか、事実を捉えるようにする。
○　何が育ったのかを考える
・後戻りしてしまったように思えることも、内面を考察することで理解できることもある。
○　指導場面を振り返る。
・教師の支援や環境の構成などを振り返り、どのような状況がその子の変容等を生み出したか
を考える。また、改善点等はなかったかを振り返り、その後に生かす
図６－１　個別の指導計画作成の手順・観点
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図６－２　個別の指導計画記入例
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７　おわりに
本稿では、授業等における、学生等の幼稚園における特別支援教育の認識を明らかにした。考察で
明らかになった３点については、今後の授業等で生かすとともに、授業を行ってみての改善を洗い出
し、今後の課題としたい。
この３点については、幼稚園や保育園等でも同じように情報収集や探究したいことに当たると考え
る。有識者会議での指摘にある、個別の指導計画や個別の教育支援計画の作成、教職員の専門性の向
上がそれを示しているのではないだろうか。
また、学生の認識ではそれほど多く上がってこなかった、園内体制の整備や関係機関との連携等の
課題は、実際の幼稚園等では大きな課題として今後の検討事項である。
しかし、学生の認識をまとめる中で、特別支援教育についての認識は決して低くなく、むしろ、真
剣に自分が具体的に取るべき行動等を考えていることが分かった。実際に障害のある子どもに関わっ
た場合、どのような対応が取れるかは明らかではないが、授業を通して、今までの幼稚園等の教職員
の対応の意図が理解できたり、次への関わりのヒントとしたり、新たな疑問を呈したりする様子が伺
える。また、授業を通して、自分自身を振り返り、障害（のある子ども）の捉え方、支援についての
考え方や対応の仕方、将来の自分の職責の重さなど、学びが広がった学生も多くいた。
授業を通して、学生が特別支援教育の素晴らしさや必要性を実感し、障害のある子どもの実際の支
援等に役立てることが、新しい時代の幼稚園等における特別支援教育の更なる進展につながってい
く。
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